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そ

切につなぎ、課題解決

の

の方法や新たな事業を

他

組み立てる推進役とな

　

る地域コ
ーディネータ

】

ーを養成するため、基

【

本的な役割と技術的知

協

識・情報を習得する「

働

入門コース」を開催し

：

コーディネーターへの

】

理
解を深めることがで

目

きました。「入門コー

的

ス」養成講座は３日間

・

開催しました。

Ｂ：お

目

おむね成果があがった

標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

地域

種

コーディネーター養成

類

事業

市民部　協働推進

ハ

課

01－030106 ー－030000 ○ ●

0

ド

2 基本目標２　　子育

ソ

て、長寿を楽しみ、安

フ

心していきいきと暮ら

ト

せるまち
総合計画の

0

根

1 ①〈地域力〉　地域

拠

組織や市民活動の力を

法

育て、まちづくりに活

令

かす
位置付け

02 2 

等

地域力を調整するコー

対

ディネーターが活躍で

象

きる環境を整える

地域・ の自治組織、地域住民受

□ □ □ □

地域コーディ

益

ネーターが、多様な地

者

域資源を活用し、地域

事

の様 地域コーディネー

業

ターを養成するため、

期

講座などを開催します

間

々な活動を適切につな

委

ぎ、課題解決の方法や

託

新たな事業を組み 。
立

、

てる推進役となってい

協

ます。

地域コーディネ

働

ーター養成講座開催回

【

数 回

養成講座の開催回

委

数

－ 2 3 2 2 2

－ 1

地

託

域コーディネーター養

：

成講座開催に向けた検

3

討回数 回

－

3 － －

5

地

セ

域コーディネーター養

ク

成講座参加者数 人

講座

・

へ参加した人数

－ 40

財

60 60 40 40

－ 3

団

1

②：若干遅れている

企

開催回数を減らした分

業

、１回の開催日を増や

Ｎ

したためです。

地域コ

Ｐ

ーディネーターとして

Ｏ

地域の様々な活動を適
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位

ースを開催し、実際の

施

地域課題をテーマに解

策

決の方法などを組み立

へ

てる実践的な内容と
し

の

ます。

地域コーディネ

貢

ー講座等の開催 講座等

献

の開催 講座等の開催 講

高

座等の開催 講座等の開

市

催

ターの研究など

0 0

民

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

満

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

足

0 0 0 0 0 0

0 0 12

度

2 180 180 180

を

180

0 0 122 18

高

0 180 180 180

め

－ － －

0.00 0.6

る

5 0.65 0.65 0

方

.65 0.65 0.6

策

5

0.00 0.00 0

業

.00 0.00 0.0

有

0 0.00 0.00

0

効

5,455 5,455

性

5,432 5,432

継

5,432 5,432

続

0 5,455 5,57

に

7 5,612 5,61

よ

2 5,612 5,61

る

2

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

引き

成

続き地域力を調整する

果

コーディネーターが活

向

躍できる環境を整える

上

ため、現状規模で継続

の

します。

地域でのネッ

可

トワークづくりや合意

能

形成を進めるためのワ

性

ークを盛り込んだ「発

低

展コース」を開催する

そ

とともに、実践活動に

の

役
立つ内容で実施して

他

いきます。

実際に地域

事

で実践できる足掛かり

業

となるよう、なるべく

の

共通した地域課題をテ

目

ーマに取り上げた講座

的

内容にした
いと考えて

､

います。

対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

□
抽

地域課題の解決に取り

出

組む様々な地域活動を

総

結びつけ調
●■ 整する

合

地域コーディネーター

評

が役割を果たすことに

価

よっ

□ て、地域力が高

市

まり、より多くの課題

民

を解決できるよう ○
□

ニ

になるため必要性は高

ー

い事業です。

■ 当該事

ズ

業の実施は、平塚市総

高

合計画の基本目標「支

事

え合
●□ うコミュニテ

業

ィ」の達成方針２－①

目

「＜地域力＞地域組

□

的

織や市民活動の力を育

の

て、まちづくりに活か

達

す」の実現 ○
□ に寄与

成

する事業です。

■ 課題

状

解決に向けて、各地域

況

活動のネットワークの

必

構築が
●

□ 求められて

要

いるため、地域コーデ

性

ィネーターの養成は、

市

○
□ 施策として十分な

の

妥当性がある事業です

関

。
○

□
□ 地域の自治組

与

織や市民活動団体への

の

支援やその連携に関
○

必

□ する技術的知識・情

要

報を有し、地域コーデ

性

ィネーター養
○

■ 成の

低

プログラムを作成する

事

ことができるＮＰＯ等

そ

があれ
●

□ ば、事業を

の

委託することも可能で

他

す。

入門コースの次の

上

ステップとして発展コ
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ｂ：おおむね成果があがった

－ ①：予定どおり ②：若干遅れている

地域コーディネーターに関する基礎 地域コーディネーターとして地域の
的な調査・研究を行い、定義、必要 様々な活動を適切につなぎ、課題解
性（背景）、求められる能力などに 決の方法や新たな事業を組み立てる
ついて概念整理ができた。また、「 推進役となる地域コーディネーター
地域自治の仕組みづくり庁内研究グ を養成するため、基本的な役割と技
ループ」が地域コーディネーターの 術的知識・情報を習得

５

する「入門コ
在り方に

.

ついて検討し、これか

事

らの ース」を開催しコ

業

ーディネーターへ
地区

展

公民館や町内福祉村の

開

機能と、 の理解を深め

の

ることができました。

経

地域コーディネーター

緯

に求められる 「入門コ

平

ース」養成講座は３日

成

間開
役割などをまとめ

1

ることができた。 催し

8

ました。

既に地域活動

年

の推進役（地域コーデ

度

入門コースの次のステ

事

ップとして発
ィネータ

業

ーとしての機能）を担

分

って 展コースを開催し

平

、実際の地域課題
いる

成

自治会連合会、地区社

1

協、地区 をテーマに解

9

決の方法などを組み立

年

公民館、町内福祉村等

度

との役割分担 てる実践

事

的な内容とします。
を

業

明確にしながら、地域

分

コーディネ
ーターに求

平

められる技術的知識・

成

情
報を習得するための

2

養成プログラム
を作成

0

し、講座を開催する。

年

－ 拡大して継続 現状の

度

規模で継続

平成20年

事

度の事業実施後に改善

業

方針 地域でのネットワ

分

ークづくりや合意
（コ

進

ストに関する見直し案

捗

）を立て 形成を進める

状

ためのワークを盛り込

況

たい。 んだ「発展コー

主

ス」を開催するとと
も

な

に、実践活動に役立つ

取

内容で実施
していきま

組

す。

－ 実施計画事業／

と

行政改革事業 実施計画

成

事業

果

検証結果

平成20年度への


